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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 31日 (2006.5.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 水 性 樹 脂 の 粉 末 に 水 分 を 供 給 し て 前 記 粉 末 を 互 い に 結 着 さ せ る 工 程 と 、 前 記 粉 末 の 結
着 物 か ら 吸 水 性 樹 脂 の 造 粒 粒 子 を 得 る 工 程 と 、 を 含

粒 子 状 吸 水 性 樹 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 水 分 は 水 蒸 気 の 状 態 で 供 給 す る こ と を
特 徴 と す る 、 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 分 の 供 給 を 前 記 粉 末 の 撹 拌 下 で 行 う 、 請 求 項 １ に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 粉 末 の 結 着 物 は 加 圧 下 で 得 る よ う に す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性
樹 脂 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 吸 水 性 樹 脂 と な る 重 合 物 を 合 成 す る 工 程 と 、 前 記 重 合 物 を 乾 燥 す る 工 程 と 、 分 級 を 必 須
と し 前 記 乾 燥 後 の 乾 燥 物 を 所 望 の 粒 径 に す る 工 程 と を 含 み 、
　 前 記 粉 末 は 前 記 所 望 の 粒 径 に す る 工 程 に よ り 除 か れ た 吸 水 性 樹 脂 の 微 小 粒 子 で あ り 、
　 前 記 造 粒 粒 子 を 前 記 所 望 の 粒 径 に す る 工 程 以 前 の 工 程 に 加 え る 、
請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 に か か る 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 の 製 造 方 法 は 、 吸 水 性 樹 脂 の 粉 末 に 水 分 を
供 給 し て 前 記 粉 末 を 互 い に 結 着 さ せ る 工 程 と 、 前 記 粉 末 の 結 着 物 か ら 吸 水 性 樹 脂 の 造 粒 粒
子 を 得 る 工 程 と を 含 粒 子 状 吸 水 性 樹 製
造 方 法 に お い て 、 前 記 水 分 は 水 蒸 気 の 状 態 で 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。

み 、 両 工 程 は 同 時 ま た は 順 次 に 実 施 さ
れ る 、 脂 の

、 み 、 両 工 程 は 同 時 ま た は 順 次 に 実 施 さ れ る 、 脂 の



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 に 、 上 記 方 法 （ Ａ ） お よ び 方 法 （ Ｂ ） に 一 体 化 工 程 を 行 う 場 合 に つ い て 、 そ
れ ぞ れ 具 体 的 に 説 明 す る 。
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